
JP 5054175 B2 2012.10.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レートを設定する撮影レート設定手段と、
　前記撮影レート設定手段で設定された撮影レートで動画を撮影する撮影手段と、
　撮影の開始からの撮影継続時間を取得する取得手段と、
　前記撮影手段で撮影した動画を所定のレートで再生する場合の再生時間を算出する算出
手段と、
　前記撮影レート設定手段で設定された撮影レートと前記所定のレートとが異なる場合は
、前記撮影手段で動画の撮影を行っている間に、前記取得手段が取得した撮影継続時間と
、前記算出手段が算出した再生時間とを表示部に表示させ、前記撮影レート設定手段で設
定された撮影レートと前記所定のレートとが同じである場合は、前記撮影手段で動画の撮
影を行っている間に、前記取得手段が取得した撮影継続時間と前記算出手段が算出した再
生時間とのいずれか一方のみを表示部に表示させるように制御する表示制御手段とを備え
ることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　インターバル撮影モードまたはハイスピード撮影モードを選択することが可能なモード
選択手段を有し、前記モード選択手段でインターバル撮影モードまたはハイスピード撮影
モードが選択されて撮影を行っている間に、前記表示制御手段は、前記取得手段が取得し
た撮影継続時間と、前記算出手段が算出した再生時間とを表示部に表示させることを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項３】
　さらに、前記表示部に表示させる情報として、前記取得手段が取得した撮影継続時間と
前記算出手段が算出した再生時間との両方、またはそのいずれか一方を選択する表示時間
選択手段を有することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　さらに、撮影途中に前記撮影レート設定手段で撮影レートを変更した場合に、前記表示
制御手段は、変更後の撮影レートに応じて再生時間を算出しなおし、前記撮影継続時間と
前記再生時間を表示させることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の撮
像装置。
【請求項５】
　撮影レートを設定する撮影レート設定工程と、
　前記撮影レート設定工程で設定された撮影レートで動画を撮影する撮影工程と、
　撮影の開始からの撮影継続時間を取得する取得工程と、
　前記撮影工程で撮影した動画を所定のレートで再生する場合の再生時間を算出する算出
工程と、
　前記撮影レート設定工程で設定された撮影レートと前記所定のレートとが異なる場合は
、前記撮影工程で撮影を行っている間に、前記取得工程で取得した撮影継続時間と、前記
算出工程で算出した再生時間とを表示部に表示させ、前記撮影レート設定工程で設定され
た撮影レートと前記所定のレートとが同じである場合は、前記撮影工程で撮影を行ってい
る間に、前記取得工程が取得した撮影継続時間と前記算出工程が算出した再生時間とのい
ずれか一方のみを表示部に表示させるように制御する表示制御工程と
を備えることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項６】
　設定された撮影レートで動画を撮影する撮影装置を制御する撮影制御装置であって、撮
影レートを設定する撮影レート設定手段と、
　撮影の開始からの撮影継続時間を取得する取得手段と、
　前記撮影手段で撮影した動画を所定のレートで再生する場合の再生時間を算出する算出
手段と、
　前記撮影レート設定手段で設定された撮影レートと前記所定のレートとが異なる場合は
、前記撮影手段で撮影を行っている間に、前記取得手段が取得した撮影継続時間と、前記
算出手段が算出した再生時間とを表示部に表示させ、前記撮影レート設定手段で設定され
た撮影レートと前記所定のレートとが同じである場合は、前記撮影手段で撮影を行ってい
る間に、前記取得手段が取得した撮影継続時間と前記算出手段が算出した再生時間とのい
ずれか一方のみを表示部に表示させるように制御する表示制御手段
を備えることを特徴とする撮影制御装置。
【請求項７】
　インターバル撮影モードまたはハイスピード撮影モードを選択することが可能なモード
選択手段を有し、前記モード選択手段でインターバル撮影モードまたはハイスピード撮影
モードが選択されて撮影を行っている間に、前記表示制御手段は、前記取得手段が取得し
た撮影継続時間と、前記算出手段が算出した再生時間とを表示部に表示させることを特徴
とする請求項６に記載の撮影制御装置。
【請求項８】
　さらに、前記表示部に表示させる情報として、前記取得手段が取得した撮影継続時間と
前記算出手段が算出した再生時間との両方、またはそのいずれか一方を選択する表示時間
選択手段を有することを特徴とする請求項６または７に記載の撮影制御装置。
【請求項９】
　さらに、撮影途中に前記撮影レート設定手段で撮影レートを変更した場合に、前記表示
制御手段は、変更後の撮影レートに応じて再生時間を算出しなおし、前記撮影継続時間と
前記再生時間を表示させることを特徴とする請求項６ないし８のいずれか１項に記載の撮
影制御装置。
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【請求項１０】
　前記撮影装置と通信する通信手段と有し、前記通信手段を介して前記撮影装置から画像
データを取得し、また前記撮影レート設定手段で設定した撮影レートを通知することを特
徴とする請求項６ないし９のいずれか１項に記載の撮影制御装置。
【請求項１１】
　所定の撮影レートで動画を撮影する撮影装置を制御する撮影制御方法であって、
　撮影レートを設定する撮影レート設定工程と、
　撮影の開始からの撮影継続時間を取得する取得工程と、
　前記撮影工程で撮影した動画を所定のレートで再生する場合の再生時間を算出する算出
工程と、
　前記撮影レート設定工程で設定された撮影レートと前記所定のレートとが異なる場合は
、前記撮影工程で撮影を行っている間に、前記取得工程で取得した撮影継続時間と、前記
算出工程で算出した再生時間とを表示部に表示させ、前記撮影レート設定工程で設定され
た撮影レートと前記所定のレートとが同じである場合は、前記撮影工程で撮影を行ってい
る間に、前記取得工程が取得した撮影継続時間と前記算出工程が算出した再生時間とのい
ずれか一方のみを表示部に表示させるように制御する表示制御工程とを備えることを特徴
とする撮影制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　動画撮影時の時間情報の表示に関する
【背景技術】
【０００２】
　撮影する時間と先頭から最後まで再生するのに要する時間が異なる動画を作成すること
ができるカメラが出てきている。そのカメラでインターバル撮影をすると、動画を撮影し
た時間と先頭から最後まで再生するのに要する時間が異なる。
たとえば、特許文献１では、インターバル撮影モードで１０倍モードというのをユーザー
が選択した場合は、撮影時の１０秒が再生時に１秒となるように撮影する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特登録０３５８６５８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この特許文献１の図４では、再生スタートからの再生時間表示８０２と撮影時の実時刻
表示８０３を表示している。しかしながら、撮影した動画を再生するのに要する時間を撮
影時には把握しにくいという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するため、本発明の撮像装置では、撮影レートを設定する撮影レート
設定手段と、撮影レート設定手段で設定された撮影レートで動画を撮影する撮影手段と、
撮影の開始からの撮影継続時間を取得する取得手段と、撮影手段で撮影した動画を所定の
レートで再生する場合の再生時間を算出する算出手段と、撮影レート設定手段で設定され
た撮影レートと所定のレートとが異なる場合は、撮影手段で動画の撮影を行っている間に
、前記取得手段が取得した撮影継続時間と、算出手段が算出した再生時間とを表示部に表
示させ、撮影レート設定手段で設定された撮影レートと所定のレートとが同じである場合
は、撮影手段で動画の撮影を行っている間に、取得手段が取得した撮影継続時間と前記算
出手段が算出した再生時間とのいずれか一方のみを表示部に表示させるように制御する表
示制御手段とを備えることを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００６】
　撮影した時間と再生時間が異なる動画を撮影する場合でも、動画撮影時に再生時間を容
易に把握できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】撮像装置の構成を示した図である。
【図２】撮像装置の外観を示した図である。
【図３】１フレーム分の動画データの構成を示した図である。
【図４】メニュー画面を示した図である。
【図５】動画撮影の設定を行う際に示す画面である。
【図６】時間表示の切り替えのメニューを示す画面である。
【図７】時間表示の切り替えのメニューで指定した時間を示す画面である。
【図８】撮影時の処理手順を示す図である。
【図９】再生時間を算出する手順を示す図である。
【図１０】撮影継続時間と再生時間の表示を非同期で行う場合の手順を示す図である。
【図１１】撮影レートを変更するメニューを示す画面である
【図１２】撮影レートを変更したときの再生時間の算出手順を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　［第１の実施形態］
　以下、本発明の実施形態を図面を参照しながら説明する。
　図１は、本発明の実施形態で使用する撮像装置１００の構成を示す図である。
　通信制御ユニット１０１は、情報処理装置との通信を行うユニットであり、情報処理装
置との間での有線あるいは無線での通信を制御する。
　演算ユニット（ＣＰＵ）１０２は、入力信号やプログラムに基づき、撮像装置１００の
全体の制御を行う。また、撮影時間などの値から再生時間の算出を行う。
　信号処理ユニット１０３は、撮像動画の圧縮符号化や輪郭強調、ノイズ除去等の処理を
行う。
　光学ユニット１０４は、レンズやオートフォーカス、ズーム駆動用モータ等を含む。
　一次記憶ユニット（ＤＲＡＭ）１０５は、演算ユニット１０２の一時記憶用領域等に用
いられる。
【０００９】
　二次記憶ユニット１０６は、フラッシュメモリ等の不揮発性記憶ユニットであり、各種
パラメータ等が記憶される。
　操作部材１０７は、カーソルキーや設定／実行ボタン、メニューボタン等が含まれ、ユ
ーザが撮像装置１００に対して、メニューの呼び出しや各種設定の選択や決定で使用する
。そして、メニューとともに操作することにより撮影レートの設定や変更を行う手段とし
て機能し、またインターバル撮影やハイスピード撮影などの撮影モードの設定も行う手段
としても機能することとなる。
【００１０】
　表示部材１０８は、動画データやグラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を表
示するための部材であり、例えばＬＣＤ等が用いられる。また、動画撮影時に、撮影継続
時間および再生時間の表示も行う。演算ユニット（ＣＰＵ）１０２は表示部材１０８に対
して表示すべき内容を決定する表示制御手段として機能する。
【００１１】
　読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）１０９は、演算ユニット１０２が実装するための制御プ
ログラムを記憶する。
　脱着可能記憶媒体１１０は、いわゆるメモリカードに代表される脱着可能媒体であり、
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動画データを記憶する。撮像装置１００は、脱着可能記憶媒体１１０にアクセスするため
のインターフェース（図示せず）を有し、動画データへのアクセスを行う。
　１１１はＣＰＵバスであり、アドレスバス、データバスおよびコントロールバスを含む
。
　図２は、撮像装置１００の外観を示した図である。
　２０１は、メニュー画面や画像および時間情報を表示する液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
であり、撮像装置１００の表示部材１０８に相当する。表示する時間情報は、上側が撮影
継続時間お、下側が再生時間を示している。ユーザは撮影時に液晶ディスプレイ２０１に
表示される撮影継続時間および再生時間を見ることで、撮影継続時間および再生時間を確
認することができる。
【００１２】
　２０２は、撮影の開始、撮影の終了を指示するときに使用するボタンである。
　２０３は、各種設定で決定するときに使用するｓｅｔボタンである。
　２０４は、メニューを表示するときに使用するｍｅｎｕボタンである。メニューの詳細
は後述する。
　２０５は、上下左右の４つのボタンからなるカーソルキーである。
　２０２から２０５の各ボタンおよびカーソルキーは、図１の撮像装置１００の操作部材
１０７に相当する。
【００１３】
　＜動画データの構成＞
　ここで、１フレーム分の動画データ（記録フレームデータと呼ぶ）の構造について説明
する。記録フレームデータの構造を図３（ａ）に示す。図３（ａ）に示すように、記録フ
レームデータは、フレーム情報と、圧縮フレームデータからなる。圧縮フレームデータは
圧縮した画像データそのものであり、記録フレームデータはその付加情報となる。
【００１４】
　本実施形態では、フレーム情報として次の情報を持つ。
・フレーム情報のバイト数（２バイト）
・圧縮フレームデータのバイト数（８バイト）
・タイムコード（８バイト）
・撮影日時（８バイト）
・撮影モード（１バイト）
・予約情報（５バイト）
　それぞれの情報の領域は、上記カッコ内に示すようなデータサイズとしている。「フレ
ーム情報のバイト数」の値は固定で３２バイトとなる。
【００１５】
　「圧縮フレームデータのバイト数」はフレームデータごとに異なり、圧縮フレームデー
タのデータサイズが設定される。
　「タイムコード」は撮影開始からの時間情報を１ｍｓ単位で記録される。
　「撮影日時」は動画を撮影した日時情報を１ｍｓ単位で記録される、ここでは撮影開始
を指示したときの時刻としている。この情報を撮影終了時の時刻など変更してもよい。
　「撮影モード」は撮影した動画のモードを示す値が記録される。撮影モードは、ノーマ
ルモード、インターバル撮影モード、ハイスピード撮影モードがある。ノーマルモードで
は、撮影レートと再生レートが同じなので、撮影継続時間と再生時間が同じ時間となる。
　インターバル撮影モードでは、ノーマルモードよりも撮影レートが低いので、撮影継続
時間が再生時間よりも長くなる。
　ハイスピード撮影モードでは、ノーマルモードよりも撮影レートが高いので、再生時間
が撮影継続時間よりも長くなる。
　「予約領域」は現在使用していないが、将来のために予約している領域である。本実施
形態では、予約領域は全て０を設定する。
　動画データは図３（ｂ）で示すようにフレームデータの連続したデータとして記録され
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る。図３（ｂ）の先頭には、ファイルヘッダがある。ファイルヘッダは動画データの付加
情報である。ファイルヘッダの後には、１フレームごとに図３（ａ）で示されるフレーム
データが記録される。
　なお、本実施形態では、撮影継続時間およびその動画を再生する時間をユーザに表示で
きる形式であれば、図３に示した形式に限定されない。
【００１６】
　続いてメニューについて説明する。ユーザはボタン２０４を押すと図４に示すメニュー
が液晶ディスプレイ２０１に表示される。表示されるメニューは「動画撮影の設定」、「
表示時間の切り替え」、「撮影レートの変更」である。
　「動画撮影の設定」は、動画の撮影における各種設定を行うためのメニューである。　
このメニューを介した操作を受け付けることにより、演算ユニット（ＣＰＵ）１０２は撮
影モード選択手段として機能し、また、撮影レート設定手段として機能する。
　「表示時間の切り替え」は、動画撮影時に表示する時間の切り替えを行うためのメニュ
ーであり、表示部に表示すべき情報として、撮影継続時間と再生時間との両方、またはそ
のいずれか一方を選択することができる。
　このメニューを介した操作を受け付けることにより、演算ユニット（ＣＰＵ）１０２は
表示時間選択手段として機能する。
　「撮影レートの変更」は、動画の撮影中に撮影レートの変更を行うためのメニューであ
る。
　ユーザはカーソルキー２０５でメニューを選択して、ボタン２０３で希望のメニューを
決定する。
【００１７】
　以下では、動画撮影の設定の方法について説明する。
　ユーザは図４に示されるメニューで「動画撮影の設定」を選択しボタン２０３を押すと
、図５に示される動画撮影の設定を行う画面が液晶ディスプレイ２０１に表示される。設
定すべき項目は、撮影モード、撮影レート、再生レートである。撮影モードは、ノーマル
モード、インターバル撮影、ハイスピード撮影モードがある。指定する撮影レート、再生
レートの値は１秒あたりのフレーム数である。ユーザはカーソルキー２０５で撮影モード
、撮影レート、再生レートの各項目を指定し、所望の選択肢を選択して、ボタン２０３を
押して設定を決定する。
【００１８】
　以下では、表示する時間情報を切り替えて表示する例について説明する。
　ユーザは図４に示されるメニューで「表示時間の変更」を選択しボタン２０３を押すと
、図６に示される表示する時間情報を選択する画面が液晶ディスプレイ２０１に表示され
る。図６の画面で「撮影継続時間と再生時間」を選択した場合は、図７（ａ）の画面が液
晶ディスプレイ２０１に表示される。図７（ａ）の画面で表示される時間情報は、撮影継
続時間と再生時間の両方である。図６の画面で「撮影継続時間」を選択した場合は、図７
（ｂ）の画面が液晶ディスプレイに表示される。図７（ｂ）の画面で表示される時間情報
は、撮影継続時間のみである。図６の画面で「再生時間」を選択した場合は、図７（ｃ）
の画面が液晶ディスプレイに表示される。図７（ｃ）の画面で表示される時間情報は、再
生時間のみである。
【００１９】
　以下では、図８を参照しながら、撮影時の処理について説明する。
　ステップＳ８０１で、ユーザは撮影モード、撮影レート、再生レートを入力する。撮影
モード、撮影レート、再生レートの入力は図５の動画撮影の設定画面から行う。
　ステップＳ８０１で設定が終わり、ステップＳ８０９でユーザにより撮影開始指示を受
け付けたことにより撮影が開始される。
　ステップＳ８０２で、不図示のタイマーにより、撮影開示からの撮影継続時間を取得す
る。
　ステップＳ８０３で、設定されている撮影モードが撮影継続時間と再生時間が異なる撮
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影モード、つまりインターバル撮影モードかハイスピード撮影モードであるのかどうか判
断する。
　ステップＳ８０３で、設定されている撮影モードがインターバル撮影モードかハイスピ
ード撮影モードである場合、ステップＳ８０４に移る。ステップＳ８０３で、設定されて
いる撮影モードが撮影継続時間と再生時間が同じ撮影モード、つまりノーマルモードであ
る場合、ステップＳ８０６に移る。
　ステップＳ８０４で、再生時間の算出に必要な処理を行う。詳細は図９を参照して後述
する。
　ステップＳ８０５で、図７の画面での設定に従い、撮影継続時間と再生時間と両方、ま
たはそれらのいずれか一方を表示する。ステップＳ８０５の処理後、ステップＳ８０７に
移る。
　ステップＳ８０６は、撮影継続時間のみ表示し、ステップＳ８０７に移る。
　ステップＳ８０７で、動画データを記録する。ここでは、１フレーム分のデータを記録
する。
　ステップＳ８０８で、撮影が終了したのかどうか判断する。ステップＳ８０８で撮影が
終了したと判断されない場合は、ステップＳ８０２に戻る。ステップＳ８０８で撮影が終
了したと判断された場合、撮影処理を終了する。
【００２０】
　以下では、図９を参照しながら、再生時間の算出処理の手順について説明する。
　ステップＳ９０１で、図５で設定された再生レートを取得する。
　ステップＳ９０２で、図５で設定された撮影レートを取得する。
　ステップＳ９０３で、取得した再生レートと撮影レートに基づき、その画像を再生する
場合の再生時間を算出する。再生時間ｔｐは、撮影レートをＲ、再生レートをＲｐ、撮影
継続時間をｔとすると、以下の式で求められる。
【００２１】
【数１】

【００２２】
　例えば、撮影レートが９０ｆｐｓ、再生レートが３０ｆｐｓ、撮影継続時間が２０秒の
場合、この動画の再生時間ｔｐは、
ｔｐ　＝　９０（ｆｐｓ）　／　３０（ｆｐｓ）　×　２０（秒）　＝　６０（秒）
　である。
【００２３】
　図８の処理では撮影継続時間と再生時間の表示を更新するタイミングは同期していたが
、撮影継続時間と再生時間の表示を更新するタイミングを非同期で行うようにしてもよい
。以下では、撮影継続時間と再生時間の表示を更新するタイミングを非同期で行う処理の
手順について図１０（ａ）を参照しながら説明する。
【００２４】
　ステップＳ１００１で、ユーザは撮影モード、撮影レート、再生レートを入力する。撮
影モード、撮影レート、再生レートの入力は図５の動画撮影の設定画面から行う。
　ステップＳ１００１で設定が終わり、ステップＳ１０１５でユーザにより撮影開始指示
を受け付けたことにより撮影が開始される。
【００２５】
　ステップＳ１００２で、設定されている撮影モードが撮影継続時間と再生時間が異なる
撮影モードかどうか判断する。撮影継続時間と再生時間が異なる撮影モードとは、ハイス
ピード撮影モードあるいはインターバル撮影モードである。
　ステップＳ１００２で、設定されている撮影モードが撮影継続時間と再生時間が異なる
撮影モードである場合、ステップＳ１００３に移る。ステップＳ１００２で、設定されて
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いる撮影モードが撮影継続時間と再生時間が同じ撮影モードである場合、ステップＳ１０
０４に移る。
【００２６】
　ステップＳ１００３で、再生時間表示スレッドを起動させる。再生時間表示スレッドは
撮影継続時間を表示する処理とは非同期で動作するので、撮影継続時間の表示と再生時間
の表示を非同期で行うことができる。再生時間表示スレッドの処理手順は図１０（ｂ）に
示し、後述する。
【００２７】
　ステップＳ１００４で、不図示のタイマーにより、撮影開始からの撮影継続時間を取得
する。
【００２８】
　ステップＳ１００５で、撮影継続時間を表示する。
ステップＳ１００６で、動画データを記録する。ここでは、１フレーム分のデータを記録
する。
【００２９】
　ステップＳ１００７で、撮影が終了したかどうか判断する。ステップＳ１００７で撮影
が終了したと判断された場合、ステップＳ１００８に移る。ステップＳ１００７で撮影が
終了したと判断されない場合は、ステップＳ１００４に戻る。
【００３０】
　ステップＳ１００８で、再生時間表示スレッドに終了通知を送信して、処理を終了する
。
【００３１】
　以下では、ステップＳ１００３で再生時間表示スレッドが起動してからの再生時間表示
スレッドの処理手順について、図１０（ｂ）を参照しながら説明する。
【００３２】
　ステップＳ１００９で、再生時間の表示を更新する時間の間隔を計算する。再生レート
をＲｐ、撮影レートをＲ、再生時間の表示単位をｔｕとすると、再生時間の表示の更新時
間の間隔ｔｉは以下の式で求められる。
【００３３】
【数２】

【００３４】
　例えば、再生レートを３０ｆｐｓ、撮影レートを１２０ｆｐｓ、再生時間の表示単位を
０．０１秒とすると、再生時間の表示の更新時間の間隔ｔｉは、
ｔｉ　＝　３０（ｆｐｓ）　／　１２０（ｆｐｓ）　×　０．０１（秒）　
　　＝　０．００２５（秒）
　である。
【００３５】
　ステップＳ１０１０で、再生時間の表示を更新してからの時間を取得する。
　ステップＳ１０１１で、再生時間の表示を更新してからの時間が更新時間の間隔よりも
長いかどうか判断する。更新時間の間隔とは、ステップＳ１００９で計算して得られた時
間である。ステップＳ１０１１で再生時間の表示を更新してからの時間が更新時間の間隔
よりも短いと判断された場合、ステップＳ１０１０に戻る。ステップＳ１０１１で再生時
間の表示を更新してからの時間が更新時間の間隔よりも長いと判断された場合、ステップ
Ｓ１０１２に移る。
【００３６】
　ステップＳ１０１２で、再生時間を取得する。ここでは、図９のように再生時間を計算
によって算出するのではなく、再生時間用のカウンタから再生時間を取得する。



(9) JP 5054175 B2 2012.10.24

10

20

30

40

【００３７】
　ステップＳ１０１３で、再生時間の表示を更新する。
【００３８】
　ステップＳ１０１４で、終了通知を受信したか判断する。終了通知は、ステップＳ１０
０８で再生時間表示スレッドに送信される。ステップＳ１０１４で終了通知を受信してい
ないと判断された場合、ステップＳ１０１０に戻る。ステップＳ１０１４で終了通知を受
信したと判断された場合、再生時間表示スレッドを終了する。
【００３９】
　以上により、撮影継続時間と再生時間が異なる動画を撮影する際、再生時間を撮影時に
知ることができる。また、表示する時間を切り替えて表示することができる。さらに、撮
影継続時間と再生時間の表示を同期、非同期で表示することができる。
【００４０】
　［第２の実施形態］
　第１の実施形態では、撮影途中に撮影レートを変更させることはなかった。第２の実施
形態では、撮影途中に撮影レートを変更させる場合について説明する。
【００４１】
　以下では撮影の途中で撮影レートを変更する操作について説明する。
　ユーザは図４に示されるメニューで「撮影レートの変更」を選択しボタン２０３を押す
と、液晶ディスプレイ２０１に図１１に示される撮影レートを変更する画面が表示される
。図１１の画面では、変更前の撮影レートおよび変更後の撮影レートが表示される。ユー
ザはカーソルキー２０５を使用して変更後の撮影レートを指定する。ユーザはボタン２０
３を押して、変更後の撮影レートを決定する。
【００４２】
　なお、図１１の画面を用いて撮影レートを変更する直前まで、撮影中に取得している再
生時間と撮影継続時間の数値をバッファに記録しておく。
【００４３】
　以下では、撮影レートを変更させた場合の再生時間の算出処理の手順について図１２を
参照しながら説明する。なお、このときの撮影に係る処理手順は図８と同じである。
　ステップＳ１２０１で、撮影レートを変更する前までの再生時間、撮影継続時間の数値
をバッファから取得する。
　ステップＳ１２０２で、再生レートを取得する。
　ステップＳ１２０３で、変更後の撮影レートを取得する。
　ステップＳ１２０４で、撮影レートを変更してからの撮影継続時間を算出する。ここで
は、ステップＳ８０２で取得した撮影継続時間からステップＳ１２０１でバッファから取
得した撮影継続時間の値の差を計算することで求められる。
【００４４】
　ステップＳ１２０５で、撮影レートが変更されたのかどうか判断する。ステップＳ１２
０５で、撮影レートが変更されたと判断された場合、ステップＳ１２０６に移る。ステッ
プＳ１２０５で、撮影レートが変更されていないと判断された場合、ステップＳ１２０７
に移る。
【００４５】
　ステップＳ１２０６で、再生時間、撮影継続時間の値をバッファに記録する。バッファ
にすでに値が設定されている場合は、更新する。
【００４６】
　ステップＳ１２０７で、再生時間を算出し、再生時間の算出に係る処理を終了する。撮
影レート変更後に表示する再生時間ｔｐは、撮影レート変更前までに計算した再生時間を
ｔｏ、変更後の撮影レートをＲ、再生レートをＲｐ、撮影レートを変更してからの撮影継
続時間をｔとすると、以下の式で求められる。
【００４７】
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【数３】

【００４８】
　例えば、最初から６０秒までは９０ｆｐｓで撮影し、その後２７０ｆｐｓで撮影する。
この撮影の撮影継続時間が１００秒で、再生レートが３０ｆｐｓであるとすると、再生時
間ｔｐは、
ｔｐ　＝　９０（ｆｐｓ）　／　３０（ｆｐｓ）　×　６０（秒）　＋　２７０（ｆｐｓ
）　／　３０（ｆｐｓ）×（１００（秒）　－　６０（秒）　）＝　５４０（秒）
　である。
【００４９】
　なお、撮影レートを変更するまでの再生時間はバッファに記憶されているので、計算し
なくてもその値を読み込むことで取得できる。
【００５０】
　以上により、撮影時に撮影レートを変更させても、変更させた撮影レートに応じて撮影
する動画の再生時間を撮影時に容易に知ることができる。
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。
【００５１】
　たとえば、撮像装置と通信するコンピュータが撮影制御装置となり、コンピュータにて
撮影モードや撮影レートなどの設定を行い、その設定に従って撮像装置が撮影した画像を
コンピュータが取得するシステムにおいても適用可能である。そしてこのシステムにおい
て、コンピュータの表示部に、撮影継続時間と再生時間を表示する場合にも適用可能であ
る。
【００５２】
　この場合、コンピュータと撮像装置には通信手段を備えており、コンピュータで設定し
た撮影レートの情報や撮影モードの情報、さらに撮影開始の指示信号などが通信手段を介
して伝送される。また、撮像装置で取得した画像データも通信手段を介してコンピュータ
に送られる。
【００５３】
　さらにコンピュータは、撮影モードや撮影レートなどの設定に基づいて、撮影継続時間
と再生時間を算出し、表示部に撮影継続時間と再生時間を表示する。
【００５４】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００５５】
　１０１　通信制御ユニット
　１０２　演算ユニット（ＣＰＵ）
　１０３　信号処理ユニット
　１０４　光学ユニット
　１０５　一次記憶ユニット（ＤＲＡＭ）
　１０６　二次記憶ユニット（フラッシュメモリ）
　１０７　操作部材
　１０８　表示部材
　１０９　読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
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　１１０　脱着可能記憶媒体（メモリカード）
　１１１　ＣＰＵバス

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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